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	応用
	抗原情報
	背景
	接着斑キナーゼ（FAK）は、1074個のアミノ酸からなるタンパク質（約118 kDa）で、タンパク質チロシンキナーゼのFAKサブファミリーに属しますが、他のサブファミリーのキナーゼとの配列相同性は顕著ではありません。FAKは、熱傷の修復において活発に移動・増殖する基底角化細胞の基底縁にのみ集中しており、培養下では拡散する角化細胞の接着斑において活性化され局在します。そのため、FAKは生体内でヒトの創傷の上皮化において重要な役割を果たすと考えられています。また、FAKタンパク質チロシンキナーゼの活性は、Gタンパク質共役受容体を介して作用する神経伝達物質や有糸分裂促進性神経ペプチドによって増殖が刺激された細胞においても増加することが示されています。
	研究分野
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	FAK マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。

